
藤澤利喜太郎著 
「生命保険論」を読む 

山内恒人 



幕末から明治への年表 

元号 西暦 藤澤利喜太郎 備考：日本と世界の状況 

文久元年 1861 新潟に生まれる(10.12) 1869年開国 米国では南北戦争開始 

明治9年 1876 開成学校入学 

明治11年 1878 東京大学入学 ビスマルク＝社会主義鎮圧法 

明治16年 1883 留学ロンドン同年ベルリン大学 

明治17年 1884 
ストラスブルグ大学 Christoffel, 
Helmholz,Kirchhoff,Kroneckerなどに師事 

明治19年 1886 
ドクトル試験 
その後一時ベルリン大学に過ごす 

尚、1890年ドイツでは社会主義労働者党が
140万票、35議席を獲得しビスマルクを事実
上退陣に追い込んだ 

明治20年 1887 
帰国 同年帝国大学理科大学教授就任
（解析学） 

明治22年 1889 『生命保険論』発行 日本帝国憲法発布 

明治30年 1897 郵便保険年金法案取調嘱託される 内閣が頻繁に変わり成案を見なかった 

明治33年 1900 第２回万国数学者会議（パリ）出席 ヒルベルト23問題の会議 

明治36年 1906 帝国学士院会員 前年日露戦争終結 

大正5年 1916 簡易生命の一号契約者となる 簡易生命保険法制定(法案制定に尽力) 

大正10年 1921 退職〔前年に勲一等瑞宝章〕 1917年ロシア革命 「明治頌歌」作曲(山田) 

大正14年 1925 貴族院議員（学士院代表） 大正12年関東大震災 

昭和8年 1933 没（73歳） 昭和三陸大地震 



明治大正期における内閣 

１ 第１次 伊藤博文  内閣 明治１８年１２月２２日～ 明治２１年４月３０日 

２     黒田清隆  内閣 明治２１年４月３０日～ 明治２２年１２月２４日 

３ 第１次 山県有朊  内閣 明治２２年１２月２４日～ 明治２４年５月６日 

４ 第１次 松方正義  内閣 明治２４年５月６日～ 明治２５年８月８日 

５ 第２次 伊藤博文  内閣 明治２５年８月８日～ 明治２９年９月１８日 

６ 第２次 松方正義  内閣 明治２９年９月１８日～ 明治３１年１月１２日 

７ 第３次 伊藤博文  内閣 明治３１年１月１２日～ 明治３１年６月３０日 

８ 第１次 大隈重信  内閣 明治３１年６月３０日～ 明治３１年１１月８日 

９ 第２次 山県有朊  内閣 明治３１年１１月８日～ 明治３３年１０月１９日 

10 第４次 伊藤博文  内閣 明治３３年１０月１９日～ 明治３４年６月２日 

11 第１次 桂太郎   内閣 明治３４年６月２日～ 明治３９年１月７日 

12 第１次 西園寺公望 内閣 明治３９年１月７日～ 明治４１年７月１４日 

13 第２次 桂太郎   内閣 明治４１年７月１４日～ 明治４４年８月３０日 

14 第２次 西園寺公望 内閣 明治４４年８月３０日～ 大正元年１２月２１日 

15 第３次 桂太郎   内閣 大正元年１２月２１日～ 大正２年２月２０日 

16 第１次 山本権兵衛 内閣 大正２年２月２０日～ 大正３年４月１６日 

17 第２次 大隈重信  内閣 大正３年４月１６日～ 大正５年１０月９日 

18     寺内正毅  内閣 大正５年１０月９日～ 大正７年９月２９日 

19     原敬    内閣 大正７年９月２９日～ 大正１０年１１月１３日 

20     高橋是清  内閣 大正１０年１１月１３日～ 大正１１年６月１２日 

21     加藤友三郎 内閣 大正１１年６月１２日～ 大正１２年９月２日 

22 第２次 山本権兵衛 内閣 大正１２年９月２日～ 大正１３年１月７日 

23     清浦奎吾  内閣 大正１３年１月７日～ 大正１３年６月１１日 

24     加藤高明  内閣 大正１３年６月１１日～ 大正１５年１月３０日 

25 第１次 若槻礼次郎 内閣 大正１５年１月３０日～ 昭和２年４月２０日 



生命保険論 最初のページ 



生命保険論 最終ページ 



生命保険論 緒言 



生命保険論 目次 (84) 



生命保険 (87) 



生命保険の効用 (87) 



大正15年 日本帝国統計年鑑 



藤澤先生 ハレーの表に物申す (96頁) 

0 0 1 2l d d d   

これから 分母分子（死亡数と生存数）を
統計数値から割り出す議論が必要になる。 
最終的には（104頁） 
『余は我国統計調査の結果に、十分の信用
を置くを得ず。故に余が此の結果に基き、
算出したる死亡生残表も又十分信用を置く
の価値なくものなり。然れども今試しにこ
れを英国死亡生残表と対照するのは必ずし
も無益にあらざるべし』 



藤澤先生 丌本意ながらも作成し英国表と比較 (104頁) 



藤澤先生 丌本意ながらも作成し英国表と比較 (104頁) 



藤澤博士 本邦死亡生残表 

資料105頁 第7表 



藤澤博士 本邦死亡生残表 
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資料105頁 第7表 より死亡率作成 

現在の生命表2007と比較 



藤澤博士 本邦死亡生残表 

0.00000

0.00200

0.00400

0.00600

0.00800

0.01000

0.01200

0.01400

0.01600

10 15 20 25 30 35 40

2007_qx_male 藤澤_qx

資料105頁 第7表 より死亡率作成 

現在の生命表2007と比較 40歳まで 
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藤澤博士 本邦死亡生残表 

資料105頁 第7表 より死亡率作成 

現在の生命表2007と比較 40歳～70歳 



藤澤博士 本邦死亡生残表 

資料105頁 第7表 より死亡率作成 

現在の生命表2007と比較 45歳～60歳 
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藤澤博士 本邦死亡生残表 

資料105頁 第7表 より死亡率作成 

現在の生命表2007と比較 70歳～ 
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藤澤博士 本邦死亡生残表 

資料105頁 第7表 より死亡率作成 

藤澤生命表が現在の標準生命表の何倍か 



藤澤博士 本邦死亡生残表 

資料106頁 第8表 本邦各年齢寿命平均表＝平均余命表 



藤澤博士 本邦死亡生残表 

資料105頁末行から  

先ごろ誤にて殺されし人の遺族が訴訟を起こし、人生五十、
殺されし者の年齢が四十なれば、差引き十年の養育料を殺
したる人に請求せしに、殺したる方にては、人間の平均寿
命は三十三年許りなれは養育料を出すべき理屈なしと言い
張りし由なるが、此処は尋常一般の平均寿命とすでに若干
の年齢に達したる人の平均寿命との別を知らざる話にて、
今本表に據るに既に四十の年齢に達したる日本人の平均寿
命は二十五年四ケ月なり。 



藤澤博士 本邦死亡生残表 

資料106頁 第8表 本邦各年齢寿命平均表＝平均余命表 

年齢 2007男性平均余命 藤澤表平均余命 年齢 2007男性平均余命 藤澤表平均余命 年齢 2007男性平均余命 藤澤表平均余命

10 68.51 45.48 30 49.20 31.77 50 30.45 19.00

11 67.52 44.75 31 48.24 31.14 51 29.56 18.39

12 66.53 44.02 32 47.28 30.52 52 28.68 17.77

13 65.54 43.29 33 46.33 29.88 53 27.80 17.18

14 64.55 42.55 34 45.37 29.25 54 26.94 16.58

15 63.57 41.81 35 44.41 28.61 55 26.07 15.98

16 62.59 41.11 36 43.46 27.97 56 25.22 15.41

17 61.62 40.41 37 42.51 27.32 57 24.37 14.82

18 60.66 39.70 38 41.56 26.67 58 23.53 14.24

19 59.70 38.99 39 40.61 26.02 59 22.70 13.67

20 58.75 38.32 40 39.67 25.36 60 21.87 13.11

21 57.80 37.65 41 38.72 24.70 61 21.05 12.54

22 56.85 36.97 42 37.79 24.06 62 20.24 11.99

23 55.90 36.29 43 36.85 23.43 63 19.44 11.43

24 54.94 35.65 44 35.92 22.79 64 18.64 10.90

25 53.99 35.01 45 35.00 22.14 65 17.86 10.37

26 53.03 34.36 46 34.08 21.49 66 17.09 9.86

27 52.07 33.71 47 33.16 20.87 67 16.33 9.38

28 51.12 33.05 48 32.25 20.24 68 15.59 8.93

29 50.16 32.39 49 31.35 19.61 69 14.87 8.51



藤澤博士 計算基数 (113頁) 



藤澤博士 計算基数 (113頁) 

1 2x x x xN D D D    

現在、通例は・・・ 



藤澤博士 計算基数 (114頁) 

1x

x xC d v 

保険金は期末払いとしている 



藤澤博士 計算基数 (115頁) 



藤澤博士 計算基数 (115頁) 

1x xA da 

前頁では 

を証明している。このとき、 
xa という記号がないので、 

1x xa a 

としていることに注意をされたい。 

それ以外は全くconventionalな記号運用だが、これが明治
22年に書かれたものだということが重要！！！ 



藤澤博士 計算基数 (116頁) 

1

x x
x

x x

A M
P

a N
 



を示している。Nxに関しては現在流
通している記号とは1項少ないことに
注意をされたい 



この当時の保険数学記号 

Universal Notation 
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藤澤博士 計算基数 (117頁) 



藤澤博士 計算基数 (120頁) 

純保険料表 
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藤澤博士 終身保険保険料 

終身保険（終身払）の保険料比較 

藤澤博士予定利率：4％ 

2007生命表：1.5％ 



藤澤博士 終身保険保険料 

終身保険（終身払）の保険料比較 

藤澤博士予定利率：4％ 

2007生命表：4％ 
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終身保険（終身払）の保険料比較 
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予定利率4％同士の終身保険の比較倍率 2007を1.5％で計算した終身保険の比較倍率

藤澤博士 終身保険保険料 



藤澤博士 計算基数 (120頁) 

今回再計算した結果との差異 

終身保険についての今回計算と藤澤先生計算との誤差（保険金1円）
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46歳時点の終身保険の保険料はちょっと間違っている 
とはいえ、この程度はこの文献の価値を落とすものでは全然ない 



藤澤博士 本邦生命保険掛金 (121頁) 
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日本生命保険株式会社の設立の際、藤澤利喜太郎博士が生
命表を作成したときの言葉 

「本社ハ生命保険事業ニ最モ大切ナル、確実ナリ
ト云フ点ニ於テ完全ナラン事ヲ期シ、保険掛金

表ヲ調整スルニ慎重ニ慎重ヲ加へ、掛金ハ寧ロ少
シク高キニ過グルモ低キニ失セサラン事ニ注
意セルヲ以テ、向来ノ実験ニ徴シ本社掛金ニシテ
果シテ高キニ過ギタル事ヲ発見シタルトキハ、本社
ハ尋常終身保険、有限掛金終身保険、養老保険ノ三
種類ニ限リ保険金五百円以上○年以上本社ノ被保人
タル被保人ニ対シ本社利益ノ一部分割リ戻スベシ」  



生命保険会社純益計算法同分配法 (126) 

資産の時価評価を求めている 
 
明治期の会計は「時価主義」である 
歴史的には 
 
1. 時価主義 
2. 時価以下主義 
3. 取得原価主義 
そして、現代に時価主義に戻っている 



生命保険会社純益計算法同分配法 (127) 



生命保険会社純益計算法同分配法 (127) 



まとめ 

1. 「生命保険論」はアクチュアリー数理の日本における
最初の邦書と言ってよい 

2. 日本人独自の生命表を掲示している 
3. 安全割増について独自の考察を行っている 
4. 配当についても現代につながる考え方を行っている 
5. プロバビリティーを「確からしさ」と付訳している 
6. 情報が少ない時代にあって、当っている文献量が並大

抵ではない 
7. 何よりも発想が国体の護持である 
8. 貧民保険を心底望んでいる 
9. ともかく文章が面白い 


